
2021年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL04821A21）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ブータン G161 体育 20～45
歳のみ 個別 交替

4代目 2年 ・2022/1 ・2022/2 ・
2022/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

カツォ小中学校

3）任地（ ハ県カツォ ） JICA事務所の所在地（ ティンプー市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 5.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1975年創立の児童生徒501名、教師28名、ｽﾀｯﾌ7名(2019年5月現在)の公立小中学校。
Pre Primary(以下PP:幼稚園年長相当)からClass8(中学2年生相当、以下同様)の児童生徒が通う。
これまでに体育ボランティア2名が、平成25年度3次隊及び平成28年度3次隊で派遣されている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国に於ける保健体育は2008年に小学校教育課程の正規科目として設置されたが、指導できる教員が殆んどいないこと
もあり、現在でも保健体育の授業が行われていない学校も少なくない。
同校においては、これまでに体育JV2名が派遣され、運動会も開催されたため、全ての教員が保健体育教育に対してあ
る程度理解している状態である。しかし、JVのカウンターパートであった教師は転勤になり、保健体育を教える教師が
新たに指名されたが、他教科を兼任しているため保健体育について十分な指導が出来ていない。同校における保健体育
教育の更なる定着と一層の深化を図るために、隊員派遣の継続が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.保健体育の授業を行なう。
2.同僚教員の保健体育教育に関する知識、技術の向上を支援する。
3.生徒に対し、スポーツのクラブ活動などで指導する。
4.運動会などの行事やイベントを通して、保健体育教育の普及と地域活性化を図る。
5.配属先校での活動と調整しながら、隊員で組織する体育部会の活動を行なう。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

グラウンド、バスケットボールコート、バレーボールコート、卓球台、屋内集会場、体育倉庫、マーカー、コーン、ボー
ル類、メジャー

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚教員 : 男性1名 30代 大卒 パロ教育大学でトレーニングを受けた保健体育教員で生物と兼任、女性1名 30代 大卒 英語
教員だが保健体育教育の講座受講歴あり

児童生徒:約406名(PP～Class6)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（中学校又は高等学校教諭（保健体育））
　　　　（小学校教諭）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（教員経験）2年以上　備考：同僚教師への指導
のため

[参考情報]：

　・低学年での指導経験があると尚良い

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（-5～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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